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1. 正当な登録有権者には投票する権利があ
ります。

	 正当な登録有権者とは、カリフォルニア州
に居住しており、18才以上で、服役中ある
いは重罪の有罪判決で仮釈放中ではな
く、現住所にて有権者登録した米国市民
を指します。

2. 名前が名簿に載っていない有権者は、暫
定的投票用紙で投票する権利がありま
す。

3. 投票所が閉まる前に列に並んでいる場合
は、投票する権利があります。

4. 脅迫されること無く無記名投票する権利
があります。

5. 投票用紙を投函する前に、間違いをした
と思われる場合は、新しい投票用紙を受
け取る権利があります。

	 最終的に投票する前であればいつでも、
間違いをしたと思われる場合は、その間
違えた投票用紙を新しい投票用紙と取り
替える権利があります。郵便投票の有権
者も、選挙日の投票締め切り前に選挙役
員に間違えた投票用紙を返却して、新し
い投票用紙を請求し受け取ることができ
ます。

6. 補助無しでは投票できない有権者は、
投票時に補助を受ける権利があります。

7. 投票済みの郵送による投票用紙を郡内の
選挙区のどこでも返却する権利がありま
す。

8. 特定言語の翻訳文を請求しうる十分な有
権者が居る選挙区では、その翻訳文書を
請求する権利があります。

9. 選挙の手続きについて質問したり、選挙
の過程を見学したりする権利があります。

	 選挙区役員または選挙担当官に選挙の
手続きに関して質問しその答えを得る権
利、または答えを得られる適切な担当官
に回してもらえる権利があります。しかし
ながら、執拗な質問により担当官の仕事
の妨害となる場合は、役員会または選挙
担当官が質問への応対を打ち切る場合
があります。

10. 選挙法違反や不正行為を地方の選挙役
員あるいは州務長官事務局に報告する権
利があります。

上記の有権者の権利を認められなかったと思われる場合や、 
選挙違反あるいは不正に気付いた場合は、州務長官機密保持フリーダイヤル 

有権者ホットライン(800) 339-2865 にお電話ください。

有権者登録宣誓書に記載されている個人情報は、投票用紙に記載される案件や候補者および投票所の
場所など投票手続きに関する公式情報を選挙役員が有権者に郵送する際に利用されます。有権者登録
情報を商業目的に使用することは法律で禁止されており、軽犯罪です。有権者情報は、州務長官の判断に
より、公職候補者、投票法案委員会、選挙関係者、学術者、報道関係者、政治関係者、あるいは政府目的に
提供される場合があります。運転免許証番号、ソーシャルセキュリティ番号、有権者登録カードに表示され
ている署名は、この目的のためには公表されることはありません。有権者情報の使用に関する質問または
その情報の不正使用の疑いを通報したい場合は、州務長官有権者ホットライン(800)	339-2865にお電話
ください。

生命にかかわる状況にある特定の個人は、機密有権者の資格を得られる場合があります。詳細は州務長
官セーフアットホームプログラム無料通話(877)	322-5227または州務長官ウェブサイトwww.sos.ca.govをご
覧下さい。
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